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Q1：低誘電樹脂の生産キャパシティはどのくらいですか。 

A1：現時点でフル稼働となっている。既存設備の改造や協力会社と連携しながら生産を行

っている。 

Q2：低誘電樹脂の既存設備の供給開始時期はいつですか。 

A2：顧客側での承認が下り次第、夏以降に供給開始を見込んでいる。 

Q3：低誘電樹脂の顧客からの要求性能について教えてください。 

A3：高速・大容量通信に対応可能な低誘電性能の向上を求められている。 

Q4：LiB材料は 3Qに新規顧客への販売を開始しているか。 

A4：現在、販売数量は少ない状況だが、顧客の使用量拡大に伴う伸長を期待している。 

Q5：LiB材料はシリコン負極の電池用途でシェアが高いのか。 

A5：今後もシリコン含有量の増加が予想されるため、市場の変化に追従して製品開発を行

う方針である。 

Q6：岩盤固結剤の大型インフラ物件について、販売状況を教えて欲しい。 

A6：来年以降、トンネル工事の進展次第では、販売数量の増加が見込まれることを期待し

ている。 

Q7：中期経営計画の見直しは予定しているか。 

A7：最終年度の営業利益 100億円の目標については、修正する方向で検討している。設備

投資や人件費等を考慮した上で、来期の比較的早い段階で発表する予定である。 

 

以上 


